
資　　料

アフリカの石炭資源（その頑）
一総論　南アフリカ共和国，スワジランド，ボツワナおよびローデシアー

井上　英二＊　曽我部正敏＊＊

ま　え　が　き

　さきの世界的な石油危機に直面して，エネルギー資源は，これまでのように石油一辺倒でなく，ウラ

ン，石炭，天然ガスに多角的に求める必要性が認識され，さらに将来の資源として太陽熱や地熱の開発

利用がさけばれている．なかでも石炭は，産業革命以来，つい10年ほど前まで，エネルギー源の立役者

となっていた実績を有し，かつその埋蔵量は可採埋蔵量において石油の約9倍も賦存することが明らか

にされていることから，当面の有力なエネルギー資源として，その活用がふたたび見直され，最近わが

国では電力用として一般炭の輸入が注目されてきている．わが国は，世界で石炭から石油へのエネルギ

ー転換が最も極端に進行した国の一つであるが，ここに石炭の重要性をあらためて認識し，製鉄用原料

炭ばかりでなく，一般炭や低品位褐炭についても，世界における賦存状況を広く知る必要がある．

　このような見地から，当所はこれまでに，ノールウェー，インド，イラン，パキスタン，バングラデ

シュ等の石炭資源について報告してきた．今回はわが国から遠く離れているが，石炭化学工業を世界に

先がけて実施している南アフリカ共和国を含むアフリカ大陸の石炭資源の概要を紹介する．

　新興国，発展途上国が多いアフ’リカは，北部を除いて，概して石油資源に乏しく，これらの国々の発

展には石炭資源の活用が必要と推測される．したがって，わが国へのアフリカ炭の輸入もさることなが

ら，アフリカ諸国の産業発展のために，石炭資源の開発と有効利用を図ることも，わが国の大切な技術

協力の一つと思われる．

　筆者らは，2回に分けてアフリカ大陸の石炭資源について概述するが，アフリカ炭に関するまとまっ

た資料が少なく，かつ最新の情報も入手し難い状況である．したがって，この記述は，主としてN・de’

KuN（1965）の“The　mineral　resources　ofA丘ica”およびR。A。P肌LETIER（1964）の“Mineral　resources

ofSouth－Central　A倉ica”を骨子とし，これに地質調査所，金属鉱業事業団，海外原料炭開発株式会社，

その他に散在する文献や断片的な資料をつづりあわせて構成したものである．このような事情から，資

料によって炭田名，炭田境界等が微妙にくいちがう場合がある．この点に関して筆者らはできる限り調

整するよう心がけたが，現地で実際に確かめなけれぱわからない点も若干残されている．なお，使用し

た各種統計資料のうち，生産量は主として国連発表の世界統計年鑑に基づいているが，埋蔵量にっいて

は，資料によって区々の値を示しているので，その出典を表示した．また単位については資料ごとに不

統一であるが，わが国でも知られていて換算の容易なものは原典のままとした．ただ発熱量の単位のう

ち，B．T．U．および1b・／1b．単位は，わが国に『おいてはなじみが薄いので，すべてcal／gに換算して表示

した．3者の関係を下記に示す．

　　　　11b．／1b。1）＝970BTuμb。＝539ca1／9

　この小論は，内容的に精粗があって，多くの不統一な点を残してはいるが，世界石炭資源の手引とし

て活用いただければ幸いである，

＊海洋地質部

料燃料部
　1）アフリカにおける発熱量は，普通水蒸気発生量で表示されてV・る．すなわち，石炭1ポンド当たりの100℃における発生水蒸気

　　重量（ポンド）である．
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1．総　　論

　アフリカ大陸は，鉱物資源が豊富で，世界一の産額を誇る金・ダイヤモンドをはじめ，銅・マンガン

・鉄・ボーキサイト・燐鉱・ウラン等が各地に産する．化石燃料についてみると，アフリカ北部は石

油，南部は石炭の産出で知られている．

　アフリカの石炭資源についてみると，その主要な産地は，すべてアフリカ南部・南東部に集中してお

り，ほかに小炭田がアフリカ北部・西海岸・マダガスカル等に散在している．すなわち，第1図に示し

たように，炭田は，南アフリカ共和国（以下南ア共和国と略称）・スワジランド・ローデシァ・ザンビ

ア・ボツワナ・モザンビク・マラウイ・タンザニア・マダガスカルおよびザイールの諸国に集中してい

る．これらの諸国には，アフリカの主要來炭層となっているKarroo系（上部石炭紀～三畳紀）が分布

している．一方，ナイジェリア・モロッコ・アルジェリア・リビア・スーダン・エチオピアには，白亜

紀および第三紀の小炭田がある．その他の国には，石炭がほとんど知られていないか，あってもごく少

量である。このような炭田の分布パターンは，アフリカの地質に規制された結果であることはいうまで

もないが，とくにKarroo系の分布に密接な関係がある．したがって，アフリカ炭について述べるまえ

に，同系について概説する．

　アフリカの良質な渥青炭は，すべてKarr・・系中のEcca統に介在している。Karroo系は，アフリ

カ大陸南半部の各地に広範囲にわたって分布しており，先カンブリア系を基盤とする大小さまざまの多

くの盆地に堆積している．その分布パターンは，先カンブリア系のN－S性構造線と後世のSW－NE

性およびNW－SE性の両構造線によって規制されている．

　Karr・o系は，インドのゴンドワナ系に対比される地層で，いわゆるゴンドワナ大陸で形成された陸

成層であって，上部石炭紀から三畳紀にまたがる一連の厚い堆積物からなる．同系は，シダ類のα・距

g飽7∫5植物群（あるいはゴンドワナ植物群）で特徴づけられる．K＆rroo系は，層厚7，000mに達する厚
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第1図　アフリカの石炭分布
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ア　フ　リ　カ　の　石　炭　資　源（その1）（井上英二・曽我部正敏）

い地層からなり，一般に次のような層序を示している2）．

　　　上部三畳紀…………St・rmberg統

　　　下部三畳紀～

　　　～上部二畳紀………Beaufbrt統
　　　下部二畳紀……一IEcca統1（來炭層）

　　　上部石炭紀…………Dwyka漂礫岩層

　Dwyka漂礫岩層は，砂岩・頁岩を挟む氷成の巨礫岩からなり，厚さ最大400mである．Dwyka漂礫

岩層下の先カンブリァ系岩石の表面には，氷河作用をうけた痕跡が認められる．同層は，インドのゴン

ドワナ系の氷成層であるTalchir漂礫層に対比される．

　Ecca統は，南・西アフリカおよびコンゴに分布し，厚さは約1，800m，多数の炭層を挟んでいる．

なお本統は，OJ・55・ρ渉672s∫η廊α，0απ即窺・p∫67」5砂6」・卿7・∫465，飾698徽∫h∫・ゆ525h∫5」・汐∫等のゴンドワナ植物群

を産する．

　Beaufbrt統は，Ecca統の上位にあって，厚さ約3，000m，爬虫類化石の産出で知られ，6化石帯に

区分されている．

　Karroo系最上部のSt・rmberg統は，炭層を挟む砂岩頁岩層，赤色岩層および砂岩層からなり，乾燥

した温暖な気候条件下の堆積物といわれている．

　三畳紀末に，アフリカ全域に大規模な火山活動があり，南アフリカでは厚さ1，000～2，000mの玄武岩

熔岩（Drakensberg玄武岩）がKarroo系を覆っている，また，火山活動に伴ってドレライト質玄武岩

の岩床や岩脈がKarr・・系内部に貫入している．南アフリカで産する無煙炭は，この火成岩が炭層に遊

入した結果の産物である．

　アフリ力炭の地質時代　以上述べたように，アフリカの主要な石炭は，Karroo系のEcca統および

Beaufbrt統に属するが，このほかに石炭紀・ジュラ紀・白亜紀および第三紀のものがアフリカ各地にち

　2）FuRoN，R．（1963）：G80Jo9フげ∠4ノン乞oα．01iver＆Boyd，London．377P・

第1表　アフリ’力石炭資源の地質系統

南　　部　　ア　フ　　リ　カ 東　部　ア　フ　リカ マダガス
　カル

　中部

アフリカ
象牙海岸 北部アフリカ 北東部アフリカ

南ア共和国 スワジランド ローデシア ポツワナ サンピア モザンビク マラウイ タンザ昌ア マラガシ ザイール ナイジェ
　リア

モロッコ アルジェ
　リア

リピア スー
ダン

エチオ
ピア

第四系 泥　炭

褐炭

鵬）

泥炭

新第三系

　褐　炭

（ケーブ州）

褐炭

3，240万

　　トン 褐炭

褐炭

涯青炭

　？

古第三系

　褐炭
7、000万

　　トン

雫話認1）

白亜系

　褐炭

（海岸地域）

亜涯青炭

2億4鷺
（彙澤エル河）

褐炭

醐
褐炭

ジュラ系

褐炭
一
一
一
畳
系

二
　
畳
　
系

囚
餌
弓
国
o
o
洲

　涯青炭．粘結・

　非粘結．

　　800億トン

（霧鑑）

　無煙炭

低中キハッ分

涯青炭，粘緒・

非粘結．

　2，5億トン

無煙炭

中キハッ分涯青炭

粘結性．

W鋤kie炭田

　20億3千万トン

（襟調離）

高キハツ分涯
青炭．非粘結．

渥青炭．非粘結

（π手羅田）

涯青炭

儲t㎏e）

高キハツ分

渥青炭、

亜渥青炭

半無煙炭

　6，900万
　　　トン

（1備

涯青炭．

粘結～非粘結、

1聴3，200万

　　　　トン

（評湖盆地）

渥青炭

粘結一

　非粘結

10億トン

（南西綱

亜澄青炭

亀000万

　　トン

簾）

石
炭
系

無煙炭

鰭廃

涯青炭

粘結．

無煙炭
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らばって産する．なお，第四紀のものとして，南ア共和国やスーダンその他に，泥炭が存在する．各地

の石炭と地質時代の関係を一括して第1表に示す．

　炭質　アフリカから産する石炭の大部分は渥青炭であるが，このほかに無煙炭および褐炭を少量産す

る．渥青炭は，主としてEcca統に胚胎し，アフリカ南部・南東部およびマダガスカルに産する．渥青

炭の大部分は，非粘結であるが，南ア共和国・スワジランド・ローデシアおよびその他2，3の国にお

いては，ところによって粘結性を有する。Karroo系の渥青炭は，ヨーロッパ炭に比較して，灰分が多く

発熱量が若千低V・．また，石炭組織ではDrainが優勢である．炭層の特徴をみると，Karr・・炭は，

ヨーロッパ炭よりも厚く，かつ，耐火粘土層を伴うことがまれである。このような特徴をもつKarroo

炭は，R．．L。A．WATsoN（1960）によると，ヨーロッパ炭とは異なった生成環境，すなわち寒帯のツン

ドラ地帯における原地性の堆積物と考えられる．

　無煙炭は，モロッコ北東部，スワジランドおよび南ア共和国のナタール州北部に産する．モロッコの

無煙炭は石炭系に介在するが，後者のものは，Ecca統の炭層に遊入した粗粒玄武岩の熱影響によって

生じた無煙炭である．また，アルジェリァにも，モロッコと同層準と推定される無煙炭がある．南ア共

和国の無煙炭は，わが国に輸入されており，無煙炭全輸入量の14％を占めている（1971，大蔵省調べ）・

　褐炭は，マダガスカル・エチオピア・スーダン・エジプト・ナイジェリアおよびその他の国ぐにに産

し，地質時代も三畳紀から新第三紀までまたがっていて，地域によってその産出層準を異にしている．

しかし，褐炭は，渥青炭や無煙炭にくらべて，ほとんど活用されていない．

第2表　アフリカの埋蔵炭量

資 料 発 表 年 埋蔵炭量（単位100万t）

　　　N．d6Kun
　　　世界動力会議提出資料＊

　　　サイエンス誌

　　　IIS第4次総会資料
　　　国際連合世界統計年鑑

＊徳永重元：世界の原料炭資源から引用

1964

1968

1971

1970

1971

約75，000

　85ラ499

109，000

　68，000

　85，474

第3表　アフリカの国馴埋蔵炭量 （単位：100万t）

国 名

南アフリカ共和国

スワジランド

ローデシア

ボツワナ

ザンビア
モザンビク

マラウイ
タンザニア

マダガスカル（マラガシ）

ザイール
ナイジェリア

モ　ロ　ッ　コ

アルジェリア

エジブト。アラブ共和国

調査年

1959

1961

1960

1961

1967

1963

1957

1967

1963

1956

1961

1960

1957

1965

　　　　　計
第7回世界動力会議提出資料（1968）による．

確定炭量

36，873

2，022

1フ760

　506
　85

14

309

60

　5

14．8

9

推定・予想炭量

35，592

3，000

4フ853

　30

61

68

350

81

11

炭　量　計

72，465

5，022

6，613

　U5
　700

370

73

95．8

20

25

85，498。8
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ア　フ　リ　カ　の　石　炭　資　源（その工）（井上英二・曽我部正敏）

第4表　アフリカの国別石炭生産量 曳単位：1，000t）

国 名

南アフリカ共和国
ス　ワ　ジ　ラ　ン　ド

ロ　　ー　　デ　　シ　　ア

ザ　　　ン　　　ビ　　ア

モ　　ザ　　ン　　ビ　　ク

タ　　ン　　ザ　　ニ　　ア

ザ　　　イ　　ー　　ル

ナ　イ　ジ　ェ　リ　ア

モ　　　　ロ　　　　ツ　　　　コ

ア　ル　ジ　ェ　リ　ア

1970年

54，612

　138
3，400

　623
　351
　　3
　102
　59
　433
　　15

1971年

注：国際連合世界統計年鑑1972による．

　埋蔵炭難：アフリカ全体の埋蔵炭量に関

しては，第2表のようにさまざまな数字が

発表されている．これは，南ア共和国等の

数力国をのぞき，まだ大部分の国で十分に

調査が行なわれていない事情によるものと

想像され，今後，石炭調査の進展に伴っ

て，若干の埋蔵炭量の増加が見込まれよ

う．しかし，Karroo系の分布から判断し

て，それほど大幅な増加はないものと思わ

れる．いずれにせよ，アフリカの埋蔵炭量

は，700億トンから1，000億トン程度とみ

なされる．これは，世界総埋蔵炭量6兆

7，000億トンの1％強にしかあたらず，石

炭資源が豊富な大陸とはいえない．

　アフリカの国別埋蔵炭量は，第3表のと

おりで，アフリカ全炭量の約82％が南ア共

和国に集中し，次いで8％がローデシア，

7％がスワジランドの順となっており，残

りの3％がその他の諸国に賦存している．

　生産籔：国際連合世界統計年鑑（1972）

によると，アフリカの石炭総生産量は，

1971年に約6，100万トンである．ただし，

この数字にはローデシアの生産量が含まれ

ていない．したがって，1970年における同

国の生産量340万トンを考慮に入れると，

1971年の総生産量は，6，500万トン程度と推

定される．これを国別に示すと，第4表の

とおりである．この表から明らかなよう

に，生産国は10力国で，アフリカ総生産量

の91％が南ア共和国から産出されている．

南ア共和国

　　708t6qoOO

5qoOO

4qoOO

58，660

　150
　　？

　812
　323
　　3
　112
　194
　475
　　？

　　　　尺　　　　1、　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　ヤ　　　　の　　　　1　、ロガシア　，〆
　　　　！　　、　　　　　　r
　　　1　　　、　　　　　　1
　　　！　　　　、　　　　！
　　　〆　　　＼　　ノ
　　　ノ　　／　　　　　　　＼　　1
へ　　　　／　　　　　　　　　　　ノ

、　　／　　　　　　　　　　￥　1
　、∀　　　　　　　　　M

紳
餐

ローデシア

　　1♂t
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創500
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第2図　アフリカ諸国の石炭生産推移（1962～1971）
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次いでローデシァが6％の生産量を占め，両国がアフリカ石炭産出のほとんどをになっている．

第2図は，アフリカ諸国の10年問（1962～1971年）における石炭生産量の推移を示したものである．

これによると，各国とも生産は上昇傾向を示している．とくに南ア共和国とザンビァにおける石炭生産

の伸びは著しい．このようなアフリカ諸国の傾向は，世界先進国における石炭生産量の衰退傾向と比較

すると，きわだった対照を示している．これは，石油に乏しいアフリカ諸国においては，石炭が重要な

エネルギー資源として活用されている現状を物語っている．

　ここで特記すべきことは，南ア共和国の無煙炭産出量で，同国の無煙炭全生産量2，020，900ショート

トンのうち46，157ショートトン（1971年）がアメリカヘ輸出され，ソ連・西ドイッとともに，世界にお

ける無煙炭の主要輸出国3）となっている．昭和47年度におけるわが国の無煙炭輸入量は559，000トンで，

その14％にあたる117，000トンが南ア共和国からのものである．なお，モロッコの生産量475，000トン

（1971）のすべてが無煙炭である．

2。各　論

2。1南アフリカ共和国

2・1・冠概　要

南アフリカ共和国は，アフリカ随一の産炭国で，アフリカ全体の石炭生産量の90％以上が同国からの

ものである。この国の石炭生産量は，5，886万トン（1971年）であって，同国の鉱業生産額における石炭

の地位は，金・銅についで高い，石炭鉱業は国の重要な産業の一つであって，その生産は，1840年にナ

タール州で石炭が発見されて以来，各地で行なわれてきた．1870年にはケープ　のMolteno－Indwe炭

田が開発され，石炭はキンバリーのダイ　モンド鉱山の燃料に使用された．また，1889年にはナタール

州で7炭鉱が稼動し，年間3万トンちかくの石炭が生産されていた．

　南ア共和国に産する石炭は，主として渥青炭および無煙炭であり，これらはKarroo系のEcca統に

介在している．このほか，新生代の褐炭および泥炭が各地に産するが，資源としては，あまり問題にさ

3〉M玉nerals　Yearbook　I971による．

．1

一脈　　　　　　　モ

喜一～フ爺轡塞7
蕨……離1　蓬…霧
藻ア誹押．ナ轟ンク

・塾套霧謹一
　　　　奪驚婆ダ

　　　　　　・熱欝ミ懸趣

□白亜系噺生界團Karr・・系

謹早期古生界　目先カンブリア系

第3図　南部アフリカにおけるKarroo系の分布
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れていない．

Karr・・系は，同国全域に広く分布している（第3図参照）・南部をのぞいて，同系は，強い摺曲運動

をほとんど受けずに，ほぼ水平に先カンブリア紀の基盤岩上に横たわっている．同系は，次のように区

分されている．

炭質　南ア共和国の石炭は，次の4つに区分されている．

a）

b）

c）

d）

約7，000kca1／kg以上の高級炭。ナタール州の炭田・

7，000～6，470kcal／kgの中級炭．Witbank～Middleburg炭田・

4，850kcal！kg以下の低級炭．トランスバール州南部，オレンジ自由州の諸炭田．

7，000kcal／kgの無煙炭．ナタール州の炭田・

粘結炭は，Waterberg炭田をはじめとするトランスバール州東部の諸炭田にも賦存するが，とくに，

ナタール州の諸炭田に多い．無煙炭は，ナタール州のVryheid炭田等に産する．

　なお，すでに述べたように一般的にみて，南アフリカ炭は，ヨーロッパの古生代の石炭に比較して，

灰分が多く，発熱量が低いといわれている．同国の主要炭田における平均的な工業分析値を第5表に示

す．

埋蔵量；Department　ofMines　and　Geological　Survey（1959）の系統的な調査によると，南ア共和国

の総埋蔵炭量は，798億8，200万ショートトン，うち確定炭量は，406億4，700万ショートトンである（第

6表）・また，第7表に粘結炭の埋蔵炭量を示す．

　炭鉱＝同国には，1971年現在，約60の炭鉱が稼動している．そのうち30鉱がトランスバール州，26鉱

がナタール州，3鉱がオレンジ自由州に存在する．主要炭鉱のリストを第8表に示す．

　採掘状況：採炭は，多くの炭田で比較的容易に行われている模様である，すなわち，Department　of

Mines　and　Ge・logical　Survey（1959）によると，炭層は，伏在深度が浅く，かつ，ほぼ水平にちかい状

態にあるので，採掘深度は800ftを超えない．採掘は，Pillar　and　Stall（柱房法）で，コールカッターに

よって採炭されている．開坑方式は，ナタールとトランスバール州の一部の炭鉱で竪坑があるほかは，

ほとんど斜坑である．なお，露天掘は，ごく小規模な炭鉱でしか行われていない．

　用途：石炭需要についてみると，製鉄，電力，鉄道，石炭化学，家庭燃料等となっている．ナタール

の粘結炭は，Witbank炭と混炭されて製鉄用コークス製造に用いられている．同国最大の製鉄メーカー

のISCOR（The　Iron　and　Stell　Industrial　Corporation）は，コークス製造をプレトリァと　Vanderb巧1－

parkの工揚で行っている．なお，非粘結炭の大部分は，火力発電所に向けられている。南ア共和国の

第5表　南ア共和国主要炭田における代表炭の分析表

炭　　田　　名

Wittbank戸Middelburg

〃

　　　〃
Ermelo－Breyten

Heiderberg

Vryheid（ナタール）

　〃

南部

K．1ipRiver（ナタール）

水分
％

2．5

3．5

2．5

3．2

7．2

．1．6

1．5

1．5

灰　分
％

13．2

19．7

11．O

l5。荏

20．9

9．5

16．7

17．4

揮発分
％

27．4

26．2

32．0

31．3

25．1

9．3

19．0

22．9

固定炭素硫，黄分
％

56．9

50．6

5≦，5

50。1

46。8

79．7

62．8

58．2

％

1．O

l．2

0．6

1．窪

1．0

0．9

0．8

1．9

発熱量
cal／gm

6，790

5，930

6フ414

5，282

7ン546

6，95＄

6，790

灰熔融点

　℃
1，390

1，350

1，330

十1，400

十1，400

十1，400

1，400

粘結性

粘結
非粘結

非粘結

無煙炭

粘結
粘結

（Department　ofMines　and　Geological　Survey（1959）より）
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電力は，すべてESCOM（Electricity　Supply　Commission）によって供給されており，低廉な石炭を利

用した火力発電のため，発電コストは世界でも最低といわれている（南アフリカ共和国，1969）。

　特筆されることは，1950年以来，南ア共和国で石炭化学工業開発が積極的に進められ，合成液体燃料

等を製造していることである．これは，国営企業のSASOL（The　South　A丘ican　Coal　and　Gas　C・rpo－

rati・n）がルルギ式加圧ガス化炉によって石炭をガス化し，毎年，石炭からガソリンその他の石油製品

約6，200万ガロンを生産している（南アフリカ共和国，1969）・

第6表　南ア共和国石炭埋蔵量総括表 （単位：100万ショート・トン）

炭 田 名

1　トランスバール州

　Springs－South　Rand

　Witbank
　Bethal
　Middelburg－Bel魚st－witbank

　Breytan，Ermelo－Piet　Retief

　Springbok　Flats

　Waterberg

　Soutpansberg

　Vereeniging

小 計

H　ナタール州
　Klipriver

　Vryheid
　Utrecht

小 計

皿オレンジ自由州

　Vierfontein
　Odenda翫lsrus

　Verreeniging

小 計

Wケープ州　小計

　　　総　　　　　　　計
注：炭田名は本文と一部異なるが・原表に従った．

確定炭量

8シ200

4，100

1，000

6，200

17，500

　184
”
3
7
，

184

440

170

478

1，088

　181

2，194

2，375

40，647

予想炭量

3，500

7，000

11フ000

5，000

5，000

31，500

1，710

1，710

1，025

1ラ025

5，000

39，235

計

8，200

7，600

7，000

1，000

17，200

5，000

17，500

5，000

　184
68フ684

2，150

　170
478

2，798

　181
1，025

2，194

3，300

5，000

79β82

（Department　ofMines　and　Geological　Survey（1959）による）

第7表　南ア共和国粘結炭埋蔵量 （単位：100万ショート・トン、

炭 田 名

トランスバーノレ州

Witbank－Middelburg

Waterberg

ナタール州諸炭田

計

粘　　結　　炭

6，188

　280

6，468

弱粘結炭

184

　（Department　of

28一（80）

184

Mines　and　Geological　Survey（1959）による、



ア　フ　リ　カ　の　石　炭　資　源（その1）（井上英二・曽我部正敏）

　2．1．2炭田各論
　南ア共和国には多数の炭田炉存在するが，主要炭田の大部分は，北東部に分布している（第4図）．

すなわち，炭田はトランスバール，ナタール両州に主として分布し，オレンジ自由州およびケープ州に

は少ない．これら炭田のほとんどすべてが，内陸部に位置している．たとえば，同国の代表的炭田であ

るWitbank炭田は，鉄道でケープタウンまで1・045マイル，距離的に最も近い港であるモザンビクのロ

第8表　南ア共和国の主要炭鉱（1971）

District Name　ofmine　or　mining　company

TRANSVAAL　STATE

W量tbank

Middelburg

Betha1

Ermelo

Delmas

Springfield

1．

2，

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11，

New　Largo　Colliery，Ltd．

S，A。Coal　Estates（Witbank），Ltd．（Navigation　Colliery）

Witbank　Colliery，Ltd．

Apex　Mines，Ltd．

Land＆u3Colliery（S。A。C．E．）

Clydesdale（Transvaal）Collieries，Ltd。

Transvaal　Consolidated　Land　and　Explor昇tion　Co．，Ltd．
Drift　Co11iery）

KlipPoortje　Collieries，Ltd．

Phoenix　CoIliery，1」td。

Witbank　Consolidated　Coal　Mines，Ltd．

Tweenfbntein　United　Collieries，Ltd．

（Van　Dyks

12。The　Coronation　Collieries，Ltd．

13。　Eikeboom　Coliery

14．　Blesbok　Colliery，LtとL

15。　Blinkpan　Collieriesl　Ltd。

16，Douglas　Colliery，Ltd。

17・Koomfbntein　Koolmyne，Bpk．

18。Springbok　Coolliery，Ltd．

19．

20．

21、

22．

23．

24．

Kriel　Golliery，Ltd．

New　WakeHeld　Coal　Mine

Albion　Collieries，Ltd．．

The　Transvaal　Navigation　Collieries　and　Estate　Co．，Ltd．

South　Witbank　Coal　Mines，Ltd．

Tavistockand　SouthWitbank　Gollieries，：Ltd．

25．Union　Collieries，Ltd．

26。Consolidated　Collieries，Ltd．

27。New　Spitzkop　Colliery，Ltd．

28。Usutu　Collieries，Ltd．

29。Delmas　Gollieries，Ltd．

30。　Spring且eld　Collieries，Ltd．

ORA：NGE　FREE　STATE

Sasolburg

Vierfbntein

3L　S．A．Coal，Oil　and　Gas　Corpbration，Ltd。（Sigma　Coal　Mine，SASOL）

32．Clydlesdale（Transvaal）Collieries，Lt⊂1．

33．Vierfbnte三n　Colliery，Ltd。
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第8表（っづき）

District Name　ofmine　or　mining　company

NATAL
Newcastle

Utrecht

Vryheid

Paulpietersburg

Kユipriver

Glencoe

Dannhauser

Dundee

34．Jubama（Edms，），Bpk，

35。　Star　Colliery

36．Natal　Goal　Explora，tion　Co。，Ltd．

37．Natal　Cambrian　Collieries，Ltd．

38．　K．ibarchan　Golliery，Ltd．

39．Ingagane（】011iery，Ltd。

40．

41．

42．

Umgal我Colliery，Ltd．

Welgedacht　Exploration　Co。，Ltd。（Utrecht　Colliery）

Zimbutu　Colliery

43。Tendega　Mine

44。Vryheid　Coronation，Ltd．

45。Vryheid　R。ailway，Coal　and　Iron　Co．

46。Jacksons　Anthracite　co．，Ltd。

47。Vaalbank　Goa1＆nd　Anthracite　Mines

48．Enyati　Colliery，Ltd．

49．Natal　Ammonium　Coll圭er三es，Ltd．

50。Alpha　Anthracite　Colliery，Ltd。

5L　Natal　Anthracite　Co．，Ltd。

52．Riversdale　Anthracite　Collieries．

53。Brockwell　Anthracite　Go11iery，Ltd。

54。Paulpietersburg　Dumbe　Coal　Mines

55．Newcastle－Platburg　Colliery，Ltd。
●

56。Natal　Steam　Goal　Colliery，Ltd．

57．NorthHeld　Co11iery，Ltd。

58。Durban　Navigation　CollieriesラLtd。

59．Indumeni　Coal　Mines，Ltd．

　　　　　　　　　　　　　（Department　of　Mines＆Geological　Survey，1971にょる）

レンソ・マルケス港まで276マイルもある．また，ナタール州の諸炭田からDurban港まで200マイル

である．

　L　トランスバール州の炭田

　a）WitbankMiddelburg炭田

南ア共和国最有力の炭田で，全国生産量の45％を占めている．西はWilge河，東はLittle　Oli魚nts河

に接する範囲で，Witbank，MiddelburgおよびEendrinaの3都市にまたがっている．この炭田には年

産100万トン以上の大炭鉱10，50万トン以上の炭鉱9のほか，多数の中小炭鉱がある．

　i爽炭層のEcca統は，層厚50～400ft，平均200ftあって，基盤岩上にほぼ水平に横たわっている．断

層は比較的少ない．

　炭層は，i爽炭層内の5層準にあって，下から1番層（または下層），2番層（本層），3番層（薄層），

4番層（悪層）および5番層（上層）と呼ばれている．これらの炭層は，いずれも炭田全域にわたって

よく追跡できる（第6図）・1番層は，Coronation炭鉱で採掘されているが，本炭層の分布は，下位の

Dwyka漂礫岩層の分布と関係がふかく，ところによって1番層が欠如することがある．2番層は，当
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トランスバール州諸炭田産の石炭分析表

炭鉱・炭層

L　Witbank－Middelburg炭田

　　5番層’（上　　　層）
　　4番層（悪　　層）
　　4番層（主　　部）
　　4番層（南　西　部）
　　3番層（薄　　層）
　　2番層（本　　層）
　　1番層（下　　燧）

2．Ermelo・Carolina炭田

　　A層（5　番層）
　　B　層（4　番上）
　　C層（4　番下）
　　D層（2番層）
　　平　均的炭質
3．Emelo－Wakkerstroom炭田

　　A層（Eland）
　　B層（Alf托d）
　　C層（Gus）
　　D層（Dundas）
　　E層（Coking）
　　F層（Targas）

4．Bethal炭田

　　C層（5
　　B層（4
　　A層（2

番）

番）

番）

5．Vischkuil－Delmas炭田

　　上　　　　　　層
　　中　　　　　　層
　　下　　　　　　層

6．Springs炭田

　　最　　上　　層
　　上　　　　　　層
　　中・　　　　　層
　　下　　　　　　層
　Witwatersrand

7．SouthRand炭田

　Springfield中層
　Grootvlei　　　　〃
　Spes　Bona　　　　　〃
　Fortuna　　　　　　〃

8．Lebombo炭田

　試　　錐

10。Waterberg炭田

　　7　　番
　　6　　番
　　5　　番
　　4　　番
　　3　　番
　　2　　番
　　1　　番

層

層
層
層

層

層

層

厚さ

ft

　6

6～7

く3

10～15

4～10

1～9

8～12
3～8

0．5～2

1～4

1～13
1～13
4～5

0．5～3

0．5～1

＜2

10

薄層

5～6
6～18

7．5～40

6
16

17

6～13

2～16

工　 業　分　 析

水分
％

2．5

3．5

3．2

3．5～6

25～28
0．5～4

3～13
9～22

11～12
　5

5．9

6．19
4．17

13。2
～19．6

4．25
7．2

4．8

5．1

灰分
％

9’》20

20

13．2
19．7

10～15
10～15

12’》20

25’》35

25’｝35

15．4

15’》20

揮発分
％

30～35

27、4
26．2

25～30
25～27

21．4
21．29

22．19

10．3
～22．4

13．11

16．O
l4．0

35．3

20’》30

＜25
＜25
＞25

10～16
20～25
12・）15

31．3

26

23．2
24．33
22．28

25．2
～21．0

21．57

32．2
34．3

1．9

固定炭

素％

32
32

19～27
20～25
22～25

56．9
50．6

50．1

49．5
48．2
51．3些

発熱量
kcal／kg

6，950～7，500

　6，116
　7）000
　6，116

　6，670
6，950～7，230

荏0．6

～45．0

　5，929
5，174～6ン037
5，929～6，950

　5，929

61．07

44，24

46．9

57．7

6，468～7，276
5，660～7，276
5，929～7，276
5，929～7，276
6，468～7，546

5，929～6，470

　5，929

5，465

5，875
5フ584

　　低
　　低
　5，174
5，983～6，252

　5，120

6，306

6，063
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1．0

1．2

1．0

1．4

1．89
1．36

1．03
1ρ21

備 考

非粘結

AFT1，390℃
AFT1，350℃
未稼行
下部4ft粘結

未稼行

主要稼行炭層
未稼行
ATF1，330℃

主要稼行炭層

稼行

稼行
稼行

無煙炭化

ハサミ多
ハサミ多
粘結性
ハサミ多
ハサミ多
暗炭
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一『『’軸国境

一『一一州境

1：Witbank－Middelburg炭田，2＝Ermelo・Garolina炭田，3：Emelo－W＆kkerstroom炭田，4：Bethal炭田，5：Vischkuil－

Delmas炭田，6＝Springs炭田，7＝South　Rand炭田，8＝Lebombo炭田，9；Spr1ngbok　Flats炭田710＝Waterberg炭田，

11＝Soutpansberg炭田，12＝Vereenig－Clyde－Sdale炭田，13：Vierfbntcin炭田，14＝Vryheid－Paulpietersburg炭田，15：

Northem　Nata1炭田，16；Klip　River炭田，17：Zululand炭田，18＝Molteno－lndwe炭田．

　　　　　　　　　　　第4図　南アフリカ共和国の炭田分布

炭田の主要稼行炭層となっており，良質で，ナタール州の粘結炭と混合して，製鉄用原料炭として使用

されている．3番層は，炭大が薄く，これまで稼行されたことがない．4番層は，炭田南西部で採掘さ

れている．5番層は，輝炭に富み，黄鉄鉱を多量に含むことで特徴づけられている．なお，この炭層

は，地域によって粘結性を有し，Navigation炭鉱，Kenda1炭鉱およびその他2，3の炭鉱で採掘され

ており，ガス用炭として利用されている．各炭層の工業分析値は，第9表のとおりである．

　b）Ermelo－Carolh・我炭田

　Witbank－Middelb肥9炭田の東延長にあたり，この炭田の北限をロレンソマルケス行の鉄道が走って

いる．

　この炭田には，年産20～50万トンの中規模炭鉱が5つあるほか，小炭鉱や廃鉱がある．しかし，炭田

全域の調査は，まだ十分に行われていない．

　炭層は，A，B，C，Dの4層が確認されており，’それぞれ，Witbank－Middelbtぼ9炭田の5番層，

4番上層，4番下層および2番層に対比されている．これらの炭層の厚さは，地域によって変化し，分

布範囲も異なる．各炭層の厚さ・炭質は第9表のとおりである．

　A層は，一般に3ft未満の薄層のことが多く，かつ，ところによって削剰されているので，稼行され

ていない．B層は，普通12inchの來みで2分されており，しかも低品位炭である．C層は，本炭田の

主要稼行炭層で，この炭田の全炭鉱で採掘されている．C層の挟有層準は，B層から10～60ft下位にあ

って一般に來みが多い（第7図）・D層は，C層の35～55ft下位に位置し，2ft以下の薄層である．
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Pretoriq

JohGnnesburg’

　　　Midde嬰：

厚　　．　　wi†bonk

　　　ユー）』191，

簿多
　　　　　　　　　　　　　　Heidelbδr9∵
　　　　　　　　　　Vereeniging

　　　　　　　匿］炭田

　　　　　　　菰

Corolino

　　　　　　　Ermelo1

　　　　臨無麺§》　，＜’

　　　　　　　　　一〇km
丑：Witbank。Middelburg炭田，21Emelo－Carolina炭田，3；Erme16－Wakkerstroom炭田，肇l　Bethal炭田，53Vischkuil．

Delmas炭田，　6：Springs炭田，7：South　Rand炭田，12：Vereeniging－Clydesdale炭田，　且3；Vierfbntein炭田，互4＝

Vryheid－Paulpietersburg炭田，丑5＝Northem　Nata1炭田，五6：Kl三p　River炭田ン1～23は主要炭鉱。

1：Coronation，2：S・A・Coal　Estate，3：Apex（Greenside），41W三tbank（Wolwekrans），5：Douglas，6：Blesbok，7：Ko－

ornfbntein　Ama1，Co1L　S。A．，8：Springbok，9＝αydesdale（New　Clydesdale），10：Transvaal　Navigation，I　I＝Tweefbn－

tein　United（Waterspan），12：Phoenix，13＝WitbankGonsolidated，14：New　Largo，15：Springneldう16：Cornelia，17：

Sigma（SASOL），181Coalbrook　South，19：Vierfbntein，20：Hlobane，21：Enyatiタ221へatal　Coal　Exploration，23：

Durban　Navigation．

　　　　　　第5図　南ア共和国の炭田と主要炭鉱（R．A．Pelletier（1964）による、

　c）Ermelo－Wakkerstr・om炭田

　この炭田は広大で，そのごく一部が探査されたにすぎず，炭鉱もErmelo付近に小規模な無煙炭鉱が

あるだけである．しかし，本炭田は，過去に多くの場所で露頭採炭が行われたことがある．また，試錐

調査でも，厚くて良質な炭層が確認されているうえ，この地域は，水資源が豊富なことから，優良な産

業立地地域とみなされ，今後の開発が最も期待される炭田である．

　炭層は，上から順にA，B，C，DおよびEの主要5炭層があり，このほかに3枚以上の炭層が局部

的に認められている．厚さと炭質は，地域によってかなり変化する．また，炭層の一部は，ドレライト

の貫入によって無煙炭となっている．各炭層の発熱量と厚さを第9表に示した，

　最上位のA層は，中部Ecca統の上限から300ft下位に位置し，薄層である．B層はA層から125～

180ft下位にあり，C層はB層から30ft下位に位置している．C層は，膨縮がはげしいが，ところによ

って採掘されている．D層は，C層の25～300ft下に位置し，当炭田の主要稼行炭層となっている．炭質

は上部より下部が良好である．D層から25～70ft下位にあるE層は，連続性が認められ，炭質も粘結性

があって良好であるが，薄層である．

　d）Bethal炭田

　Witbank－Middelburg炭田の南にあって，まだあまり開発が進んでおらず，2，3の小炭鉱があるに

すぎない．

　上からC，B，Aの3炭層があり，これらは，それぞれ，Witbank－Middelburg炭田の5番層，4番

層，2番層に対比される。これらのうち，稼行炭層となっているのは，B層だけである．B層の炭質

は，南および西に向かって悪化している．
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（Department　of　Mines　and　Geological　Survey，195gによる）

　e）Vischkuil－Delmas炭田

Witbank－Middelburg炭田の西に接し，Wilge河とBlesboksprint峡谷にはさまれる．炭田の南境界

には，Betha1－Springs鉄道が走っている．代表的な炭鉱として，Largo炭鉱とVischkui1炭鉱がある．

　炭層は，上・中・下の3層あるが，下層　　　　　　　　Lαke　Chrissie　　　　　　Estqntiq

は潜丘の存在によって，ところにより尖滅

している．來炭層の基盤は，ドロマイトで

あって，基盤面の起伏が激しい．また，來

炭層は，ドレライトの貫入を受けている．

　f）Springs炭田

　Boksburg周辺のWitwatersrand東端に

位置し，南東部トランスバールの大炭田の

末端にあたる．古くから採掘されており，

Schapenrust，Witwatersrand，De　Rietfb－

ntein，New　Springs，Clydesdale等の諸炭

鉱がある．

　Ecca統は，比較的薄く，厚さ200ftで

ある．地層は・ほぼ水平で，断層や貫入岩

による擾乱は少ない．

　炭層は，最上部，上層，中層，下層の4

feet
10

5

0

inch
26

14
inch
46

第7図　Ermelo－Calolin＆炭田の稼行炭層（C層）

層であるが，採掘されているのは，下層と中層とである．
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これらの炭層は，側方変化が激しく，炭田全



ア　フ　リ　カ　の　石　炭　資　源（その1）（井上英二・曽我部正敏）

域には追跡できない．また，炭質的にみて，発熱量が比較的低く，平均5，120kcal／kgである．

　9）SouthRand炭田
　Heiderberg南方にあって，一部オレンジ自由州にまたがり，数地区にわかれた小炭田群からなって

いる．この炭田には，南ア共和国最大の炭鉱の一つであるSpringHeld炭鉱（年産210万t，1956）をは

じめとして，South　Rand，Grootvlei，Perseverance，Spes　Bona，Fortuna炭鉱等が存在する。なお，Spri－

ngHeld炭鉱は，Klip　River火力発電所に石炭を供給している．

　Ecca統は，厚さ700ftで，広範囲にわたって，厚さ340ftのドレライトの逆入を受けている．しか

し，遊入による炭質の熱変質はあまり認められない．

　炭層は，上・中・下の3炭層であるが，上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　feet
層および下層は厚さL5ft以下の薄層であ

って，稼行対象となっているのは中層だけ

である．中層は・膨縮が激しく，Gr・otvlei

炭鉱では厚さ最大53ft9in，平均37．5ftも

あるが，Spes　Bom炭鉱では平均7ftに薄

化している，

　各炭鉱における中層の平均的工業分析結

果を第9表に示す．

　h）Lebombo炭田
　モザンビク国境に沿って，Lebomboか

らKomantipoortにかけて南北にのびた幅

6マイルの地帯を占め，海抜800～900ftの

高原に位置する．同炭田には，Ecca統と

Stormberg統が分布し，地層の傾斜は10度

内外を示している．炭層は，多数のドレラ

イトの貫入を受けて，無煙炭化している．

1953年にKom＆tipoort周辺で試錐が行な

われたが，あまりよい結果は得られなかっ

た．炭層の厚さは2～16ftである．

　i）SpringbokFlats炭田

　Warmbathsの南方に位置し，長さ100マ

イル，幅30マイルの範囲を占めている，炭

田の南部には，鉄道と国道が通じている．

　炭田では，地表に炭層の露頭がほとんど

ないので，1950年代に試錐探査が行われ

た．その結果，下部Ecc＆統に挾在する低

品位の1炭層とやや良質の炭層数枚を確認

し。ている．炭層は，厚さ数in～数ft，最大

35ftで，粘結性があり，洗炭して発熱量

6470kca1／kgのものである．

　j）Waterberg炭田

第8図

頁岩

Leader層

3番層

砂岩頁岩互層

2番層

礫岩

1番麟・

Dwyka漂礫層

Vereeniging－Clydesdale炭田ComeliaSouth

炭鉱における炭柱図

しかし・，炭田の開発はまだ進んでいない．

Nylstroomの北西110マイルにあり，ボツワナ国境に沿って分布し，面積約730平方マイルの未開発炭

田である。炭田から最短の鉄道駅Thabazimbiまで，80マイルある．

　Karroo系は，東西性の軸をもつ向斜構造を形成し，多くの断層で切断されている．

　來炭層は，上部～中部Ec叩統である．炭層数は多いが，稼行価値が認められるものは少ない．一般

的にいって，上部の炭層群は粘結性を示すが，灰分が多く，下部の炭層群は非粘結である．いずれの炭
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第9図　トランスバール・ナタール両州炭田の炭層層準対比（pe11etier，R．A。，1g64にょる）

層も，來みが多いことが特徴となっている．各炭層の分析値を第9表に示す．

　k）Soutpansberg炭田

　本炭田の北部をMessina行の鉄道と国道が通じている．今世紀のはじめには，一時，採掘が行われ，

銅の精錬に使用されていた．1957年に，鉱山局によって，試錐調査が行われた．

　來炭層は，厚さ125～佃Oftで，ところによってドレライトの貫入を受けている．地層は北に10～20度

傾斜している．この炭田では，炭層の伏在深度が比較的大きく，地表下数1，000ftに賦存している．炭

層は，多くの來みを有し，揮発分が30～35％と高い．

　2・　オレンジ自由州の炭田

　オレンジ自由州には炭田が少なく，わずかにトランスバール州の炭田群に接した州境付近に，Vere－

eniging－Clydesdale炭田とVierfbntein炭田が存在するにすぎない．これらの炭田の地質は，トランス

バール州の炭田と一連のものである．

　＆）Vereeniging－Clydesdale炭田

　オレンジ自由州とトランスバール州とにまたがり，Vaa1河の両岸に分布している．Comeli＆，Comelia

South，Glydesdale，Sigma（SASOL）の諸炭鉱があり，現在，稼動中の炭鉱は，オレンジ自由州側にあ

る．石炭は，主として火力発電および石炭化学工業に用いられている』
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第10表　オレンジ自由州，ナタール州炭田産の石炭分析表

州名・炭田・炭層名

オレンジ自由州

12。Vereening－

　　Clydesdale炭田

Leader

3　番
2　番
1　番

層

層・

層

層

ナタール州

14。Vryheid－P＆ulpi－

　　etersburg炭田

Al丘ed

Gus

Dundas

Coking

渥　青

無　煙

層

層

層

層

炭

炭

16。KlipRiver炭田

　　平均的な炭層

17．Zululand炭田

厚さ

ft

　1

25～30

25～35

10～16

8～1

4～2

71／2～32／3

27／、2～3／迄

工　　業　　分　　析

水分
％

1．5

1．6

1．5

灰分
％

20～30

25

10～13

9～10
蔓6、7

9．4：

17．4

揮発分固定炭
％

20～26

25～30

19．0

9．3

22．9

9～13

素％

62．8

79．7

58．2

発熱量
kcal／kg

　5，282
5，390～5，821

5，174～5，821

7，007～7，546

　7，546

　6，953

　7フ546

6，791

6，360

硫黄
％

備 考

下部8ftのみ稼行

Gomelia炭鉱で稼行

潜丘により尖滅

非粘結

強粘結

ところにより粘結

強粘結

AFT十1400。C

AFT十1400。C

AFT1，350。C

中部Ecca統は，最大350～450ftの厚さを有し，ドレライトの貫入を受けている．炭層は，3，4枚ト

で，その標準的な炭柱を第8図に示す．これらのうち，稼行対象となっているのは，2番層と3番層と

である．Comeli＆炭鉱では，5枚の炭層があっ七，30～45度に急斜し，出水が多いのが欠点となってい

る．本炭田の埋蔵量は，20億4，300万トンといわれている，

　b）　Vierfbntein炭田

　この炭田は，近年，オレンジ自由州の金鉱山に電力を供給しているVierfbntein発電所のエネルギー

源として復活してV・る．稼行炭層は，厚さ4～7ftのもの1枚である．この炭田の詳細は，現在資料が

少なく不明である，

　3．ナタール州の炭田

　ナタール州の4，000平方マイル以上にわたって，石炭が分布している。この州の石炭は，1840年代に

発見されて以来，開発が進み，1957年には28炭鉱が稼動し，年間約600万tを出炭している．年産50万

トン級の炭鉱は3つあって，Vryheidの東25マイルに位置している．なお，Vryheid公社炭鉱は，良質

の粘結炭を産することで重要視されている．同州には次に述べる4炭田がある．

　a）Vryheid－Paulpietersburg炭田

　この炭田は，たがいに離れた多くの含炭地からなり，粘結炭，低一中揮発分炭および無煙炭を産す

る．炭層は，上からAl倉ed層（厚さ8ft～12in），Gus層（厚さ48～24in），Dundas層（厚さ90～42

in）およびCoking（厚さ31～9in）の4層が稼行対象となっている（第9図）・

　Al丘ed層は，ところによって炭質が変化し，稼行部分は4～5ftで，非粘結である．Gus層は，本炭

田の主要炭層で，炭質が安定し，縞炭であるが，部分的に強粘結性を示す．なお，ドレライトの貫入を

受けているところでは，良質の無煙炭となっている・Dundas層は，2層に分岐することがあり，とこ

ろによって粘結性を有する．Coking層は，4主要炭層中，最も薄層であるが，強粘結炭のために，

Tendega炭鉱，Bemica炭鉱で採掘されている．各炭層の分析結果を第10表に示した．

　b）NorthemNatal炭田
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0 15mile5

13Mpaka　Lukula　Ranch炭田，2：Mtendekwa炭田，3：Maloma炭田，4；Nsalitshe炭田，5：St．Philip’s炭田，

6＝Mz1mpofh河含炭地。（Hunter，D．R。，1962による）．

　　　　　　　　　　第10図　スワジランド王国の炭田分布図

　Utrecht－Newc＆stle炭田にほぽ相当する．亜渥青炭および無煙炭を産する．Al倉ed，Gus，Dundasおよ

びCokingの4炭層があP，Gus層を除いて稼行されている．渥青炭は，次に述べるKlip　River炭田

のものより低品位で，揮発分25％程度である．A　F　Tが1，250℃で，家庭燃料として使用されている．

　c）KlipRiver炭田
　ナタール州の炭田のなかで，最良の炭質を示すが，薄層のものが多い．炭層はNewcastleからLady－

smithにかけて分布している．この炭田には，N’atal　Navigation炭鉱，Durban　Navigation炭鉱等があ

って，首都プレトリアにあるISCOR（製鉄公社）のコークス工場に良質の粘結炭を供給している．同

炭田における採掘深度は，南ア共和国で最も深く，竪坑によって，地下500ftの炭層を採掘している．

　炭層は，45ftの間隔をおいて上層と下層との2層があって，ともに厚さ21／2～7ftである．両層は，

ところによって合一し，1枚の炭層となることもある．炭層は，上・下両層ともに灰分約20％で，揮発

分が比較的高く，発熱量は7，550～7，000kc＆1／kgである．平均的な工業分析結果は，第10表のとおり

である．

　無煙炭は，Vryheid炭田のものより低品位で，硫黄分が2％，AF　Tが1・350℃である，

　d）Zululand炭田
　この炭田に関する情報は少ない．炭層は，ドレライトの広範囲な貫入によって，ほとんど無煙炭化し
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第ll図　スワジランド，Mtendekwa炭田の試錐柱状と炭層挾有層準（Hunter，D．R，，1962より抜粋編集）

ている．Zulu炭鉱では，30ftの間隔で2炭層があり，上層は厚さ52in，下層は4～5ftである．しかし，

ある古い炭鉱では，3炭層があって，いずれも無煙炭化し，灰分18％以下，発熱量6，500kcal／kgの良

好な無煙炭を産した．

　4．ケープ州の炭田

　ケープ州は，石炭資源に乏しく，同州東部において東西方向の狭長な分布を示すMolteno－lndwe炭

田があるにすぎない．これまで述べてきた諸炭田の炭層は，いずれも下部二畳紀のEcca統のものであ

ったが，Molteno－lndwe炭田の炭層は，上部三畳紀のSt・rmberg統に属する．

　a）Molteno－lndwe炭田

　ケープ州のAliwal　NorthからMoltenoにかけて，Karroo系のStormberg統が帯状に分布してお

り，炭層はMolteno階に介在している．同炭田の開発は古く，キンバーリーのダイヤモンド鉱山の燃

料として使用されてきた．近年，その位置をトランスバールやナタール州の諸炭田にとってかわられて

いるが，その良質な無煙炭のために，ふたたび注目されている．

　炭層は，平均28inと薄く，灰分が30～40％，発熱量6，000～6，200kcal／kgの無煙炭である．

　2．1。3　褐炭と泥炭

　曜）褐　　炭

　褐炭は，その量を問わなければ全国的に分布しているが，含炭地の多くは埋蔵量が少なく，炭質的に
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も劣っている．おもな分布地は，ケープ州南海岸，同州のPhillipi，Str＆ndfbntein等のUitenkage統の

分布地およびナタール州のZululand海岸やケープ州の：Knysna県等である．Knysna県の褐炭は，第

三紀の未固結砂質層に介在し，厚さ12ft，炭質は水分40％，タール分12～14％である．褐炭層は，膨縮

が激しいので，開発利用には難点がある．

　2）泥　　炭

　泥炭は，全国各地でその分布が報告されているが，埋蔵量は少ない．しかし，地方的需要のため一部

で採掘されている．

　Ermelo県（トランスバール州）：珪藻質泥炭からなり，1909年以来採掘されている．埋蔵量は，約

7万立方ヤードと見積られ，主として煉炭製造に使用されている．

　Heidelberg県（トランスバール州）；3～4エーカーの範囲に賦存し，園芸に使用されている．泥炭

層の厚さは明らかにされていない．

　Lichtenburg付近（トランスバール州）：泥炭地の幅250ヤード，泥炭層の厚さ4・5ftで，埋蔵量

（乾燥状態）390万トンといわれている．

　DurbanおよびIs呈ping・（ナタール州）：Wentworth駅の1マイル東に位置し，100エーカーにわた

って，厚さ15．5ftの泥炭層の賦存が報告されている．

　Vanrhynsdorp県（ヶ一プ州）：ここの泥炭層は，厚さ14ft，灰分が多く，タールとモンタンワック

スに富んでいる．

　2・2　スワジランド王国

　2。2．1概　　要

　スワジランド王国は，南ア共和国東部にあり，面積6，700平方マイルである．地形的に西部の山岳地

域と東部の高原地帯とに分かれ，炭田は後者に分布して’いる．

　高原地帯は，平均600mの高さを有し，Great　Usutu河とIngwavuma河およびそれらの多数の支流

が高原を横切って西から東へ流れている．

　この国で最初に石炭が発見されたのは1877年で，その後，断続的に地質調査が行われてきた．とく

に，1956年から1959年にかけて，スワジランド地質調査所が，埋蔵炭量調査を目的として，全国にわた

って多数の試錐調査を行った結果，Ecca統の上部に介在する厚い炭層および炭質頁岩を発見した．ま

た，1957年から1959年の問に，Great　Usutu河の南地域で2炭鉱が開坑し，良質の無煙炭を採掘してい

る．これら炭鉱の生産量は，196｛年鉄道の開通などによって急激に増加しており，1971年には15万トン

を生産した．1969年からは，Lub・mbo県において火力発電所建設のために，ふたたび当地域の埋蔵炭

量調査が始められ，地質調査・磁力調査・試錐調査が実施された．主要炭鉱として，スワジランド炭鉱

株式会社（Lubombo県）がある．

　地質：炭層は，南ア共和国と同じく，Karr・・系のEcca統に介在している．Ecca統は，北に延びた

低地平原にあって，長さ90マイル，幅5～20マイルの範囲に分布し，各所でドレライトの貫入を受けて

いる．このEcc＆統の露出地帯は，南ア共和国トランスバール州のLebombo炭田の南延長にあたり，

一般地質および炭層状況は同炭田のものに類似している．すなわち，Ecca統は，多数の断層によって

切断され，地塁，地溝を形成している．地層傾斜は，一般に5度内外で，緩やかに東へ傾斜している．

なお，來炭層は中部Ecca統（厚さ1，920ft）である．中部Ecca統は，．砂岩・頁岩の互層からなり，18

枚の炭層を挟有しているが，そのうち稼行の対象となっているのは，本層をはじめ3～4枚である．こ

れらの稼行炭層は，隣接するナタール州における炭田の炭層群に対比されている．各炭層の厚さは，普

通3～4ftであるが，本層は平均16ftの厚さを有する．

　2・2・2炭田の分布

　炭田は，主にスワジランド王国東部で，南北に帯状に延びたEcca統の露出地域に分布する．このほ

か，同国西部にある首都ムババーネ（Mbabane）周辺に小含炭地がある（第10図参照）・

　1）踊脚翫aL曲蝿箆R躍c翫炭田

　Manzini－Stegi道路に接して存在する．稼行炭層は，下から粘結層（Coking層），本層，1番上層およ
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び2番上層の4枚である．各炭層の工業分析値を第11表に示す．

2）踊艶醐e聖w箆炭田

Manzini－Stegi道路から1・5マイル離れている．本炭田の來炭層の層序は，炭層の挾有状態によって，

第11図のように8分帯されており，炭層は4層準に介在している．各層準における稼行炭層の平均山丈

と炭丈を示すと次のとおりである．

層　準　名 山　　丈

　第　　8　　帯
　第　　6　 帯

　第　 4　 帯

　第　 2　 帯

これらの炭層は，輝炭に富み，Pyrite，Sider

炭層の分析値を第11表に示した．

3）M魏o朧窺炭田

炭　　丈
　　9ft9in　　　　　　　　　　　　　　4ft9in

　　18ft　　　　　　　　　　　　　　　　　3ft10in

　　25ft9in　　　　　　　　　　　　　　20ft6in

　　15ft3in　　　　　　　　　　　　　　3ft4：in

ite，石灰質ノジュール等を挾有するという特徴がある．各

この炭田は，皐国東部のMaloma東方に位置している・

第11表　スワジランドの石炭分析表

炭田。炭層名

Mpaka－Lukula－Ranch

2　番　上　層
1　番　上　層

，本　　　 層

粘　 結　 層

Mtendekwa

試　錐　88　号

　　〃
　　〃試錐97号本層
　　〃
Maloma

本 層

Nsalitshe

St。1》hilip，s

Mzimpo釦

厚さ
ft

2／3～41／2

32／3

4．5～28

1～5．5

4ft5in

〃

！ノ

6ft4in

〃

10

31／4

〃

4
〃

〃

〃

30in

40in

工　業　分　析
水分
％

0．7

1．4

0．9

0．9

0．9

0．7

0．7

1．54

6．6

8．0

6．1

10．6

5．1

11．0

1．4：

1．5

灰分
％

18．4

16．5
～20．1

12．3

22．5

12．0

14．2

19．9

9．6

13．67

13．5

16．3

18．6

12．6

14．6

24．5

20．8

14．8

揮発分固定炭発熱量
％

15．0

11．4

5。1

6．3

5．9

9．5

8．4

4．41

12．4

16．3

14．9

22．9

15．5

20，0

6．1

6．3

素％

65．9

74．9

71．5

80．8

79．0

69，9

81。3

80．31

66．9

59．5

60．4

53．9

64．9

44．5

71．7

77．4

kca1／kg

6，900

6，740

～7，060

7，223

6，414

7，384

7，169

6，68些

7，654

7）114

6，037

5，282

5，660

5，013

5，764

窪，260

6，522

7，060

硫黄
％

0．41

0．47

0．62

0．58

0．婆6

0．59

0．5

0．5

0．47

0．8

0．4

備　　考

AFT十1，400。C

AFT十1，4000G

AFT十1，4000G
AFT十1，400。C

AFT十1，400。G

無煙炭

AFT1，400。C

AFT1，400。C

AFT1，3000C

AFT1，4000G

（Hunter，D。R．，（1962）およびScogingr，J。L＆Lenz，C。Z．，（1961）による）
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本層，1番上層（本層上位100ft）および2番層（1番上層の上位20ft）の3炭層があって，本層の

無煙炭が採掘されている．本層の厚さならびに分析値は，第11表のとおりである．なお，1番上層と2

番層の厚さは，それぞれ3・5～4・5ftおよび数in～3ftである．

　4）　N舩蹴磁e含炭地

Hluti－P・ngola道路東方の丘陵に位置する．炭層は，丘陵の南側に露出しており，昔の露頭採掘跡が

みられる．1943年に採掘を再開したが，沿層で60ft掘進したところで埋没し，現在休止している．

　炭層は，厚さ3ft3inのもの1枚であって，他の炭田との対比は困難である．

　5）　Sε．P睡量置ガs　M量ss恥血含炭地

　Hlatikulu県のSt．Philip’s　Mission付近にいくつかの炭層露頭があって，最も厚い炭層は約4ftであ

るが，炭層対比は困難である．炭質は，灰分が多く，発熱量が低い．

　6）　Mz量朧欝o蝕河含炭地

　Manzini県東部にEcca統が伏在しており，試錐によって，地下210ftでMpaka地域の本層に対比

される炭層が発見された．その厚さは，約5ftで，ドレライトの貫入を受けている．

　2．3　ボツワナ共和国

　ボツワナ共和国は，面積約22万平方マイルで，英国のほぼ3倍にあたる．同国南部と西部の大部分

は，カラハリ砂漠地帯に属し，国全体が平坦な高原となっており，南ア共和国とはLimpopo河で境さ

れる．

　ボツワナの南東部のLimpopo河流域，すなわち，Morapule盆地では，石炭の存在が確認されてい

る．これは，南ア共和国のWaterberg炭田の延長と推定されている．なお，この盆地の周辺一帯は，

カラハリ砂層の下に來炭層を含むKarroo系が広く賦存するため，有望な潜在炭田として注目されてい

る．

　1957年以来，本地域における地質調査所の試錐調査によると，厚さ約100ftのカラハリ砂層の下に，

深度450ft以浅で中部Ecca統の非粘結炭が数層発見されている．炭層は，平均層厚4，18および8ft

の3枚であって，そのうち8ft層がよく連続している．炭質は比較的良好で，ザンビァの石炭よりも灰

分が少なく，かつ，高揮発分である（第12表）・

　この潜在炭田は，Palapye鉄道駅からわずか7’》8マイルの距離にあるので，近い将来，開発が期待

される．なお，この炭田の南北方向の延長地域にも炭田が伏在する可能性がある．しかしその西側には

大断層があって，伏在炭田の限界と考えられている．

◇
￥、・

客
刃
ぺ

ボもツワナ　s67粥」

　　　　　　　二臣肱

　　　▽憾o？

　夕紫猶珍

齢

”診

㊨Kar卸・・系

慮含炭地・

第12図　ボツワナ共和国の炭田位置図
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第12表　ボツワナの石炭分析表

炭　　層

上部薄
上

下

層

層

層

厚　さ

ft

4
18

8

工 業 分 析

水　 分

　％
5．8

6．1

5．7

灰　 分

　％

14．7

18．7

14．7

揮発分
　％

30．3

24．2

25．6

固定炭素
　％

49．5

51．0

54．0

発熱量kcal／kg

5，940

5，556

5，775

de，Klun，N．9（1965）による

2．4　ローデシア

2．4，竃概　要

　ローデシアは，南ア共和国，モザンビク，ザンビアおよびボツワナに囲まれた内陸国で，面積38・9万

km2である．この国は，その中央部を北東一南西に走る標高約1，000mの背稜山地によって，北西の

Zambezi河流域と南東のLimpopo河流域とに分けられている．

　ローデシァ，南アフリカ共和国についで，アフリカ第2の産炭国である．その生産量のほとんどは，

Wankie炭田からのものである．石炭は，まず1893年にWankie炭田で発見され，採掘は，1903年Bula－

wayo－Wankie間の鉄道開設と同時に開始された．それ以来，Wankie炭は，カタンガの銅鉱山開発の大

きな原動力となるとともに，ローデシア産業の主要なエネルギー源となっている．

炭田および含炭地は，同国北東部のZambezi河流域と南東部のLimpopo河流域とに分かれて分布し

ており，i爽炭層はEcca統である．この国のEcca統は，下位のDwyka統を欠いて，基盤の花闘片麻

岩上に直接重なるため，地域によって層厚変化が激しく，挾有する炭層数もところによって異なってい

　　　　　　　　　　　　　　　　函
　　　　　　　　　　　　　　　A出璽　　　　　　　　　　　　　　バしロヤ　　　　　　のり　ロレはロ

　・一＿一警　．菰”門琴概一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．勾守
圏白蘇覗世　　　　　　　　　．ξ2　　　　　　　　　　　　　　　、一、一一一、、　月厩審シ

目㎞系　　　窪…妻餐ダ

□基盤岩

　　　第13図　ローデシアの地質概略図（Pelletier，R．A。，1964より編集、
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第15図　ローデシアZambezi河流域の炭田（記Ku馬風，1g65にもとづく）
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る．したがって，同統は，南ア共和国のEcca統に比較して，下部が薄くて連続性に乏しく，かつ，炭

層が少ないことを特徴としている．主要炭層は，Ec餓統中部に挾在している．なお，石炭は，成因的

に，寒帯ツンドラ地域における原地性堆積物と考えられている．

　炭質は，粘結性渥青炭で，国際分類のClass　B・3（ASTM分類ではClass　II（2）の中揮発分渥青炭）で，

灰分平均9・8％，発熱量平均7，560cal／gである．Wankie炭は，粘結性が強v・反面，膨張度（Swelling）

がそれほど高くないので，混炭せずにコークスが製造できる．これがWankie炭と南ア共和国のWitb－

ank炭との大きな相違点である．

　主要な稼行炭層は，本層と呼ばれているが，その厚さは平均30ftに達する．

　埋蔵炭量は，Wankie炭田とその周辺の炭田につV・て，かなり詳細に調査されているが，Limpopo河

流域の炭田については，あまりしらべられていない様子である．世界動力会議資料（1968）によると，

確定炭量17億6，000万トン，総炭量66億1，300万トンと公表されている．なお，1970年における生産量

は，約340万トンである．

第13表　ローデシアのKarroo系層序

時
代

系 統 岩　　　　　　　　　　相 層　　　厚

ジラ
ユ紀 B我kota玄武岩 1，000ft

三 Stormberg統 シルト・石灰岩。砂岩はさむ板状砂岩層 十600ft

畳
紀 造崖グリット層・白色粗粒グリット 200ft

A丼坑へく（AへAの　㎜

Beaufbrt統 Madumabisa泥岩層 1，200ft

上 上部炭質泥岩層
400ft

二
区
斜

部 炭質物を含む灰色泥岩，下部に炭層

瑛
o
o 上部W＆nkie砂岩層
系 100ft

中
白色粗粒長石質砂岩

畳

Ecca統 下部炭質物泥岩層

部 炭層を多数含む黒色泥岩 150ft

紀
基底にW蹴賊e本層

下 下部Wankie砂岩層

粗粒～細粒白色砂岩 0～200ft

部 基底部に氷成堆積物

炉一　（〈

覇aria統
先

0～150ft
カ
ン

硬質板状赤色・褐色珪質砂岩

ブ 悼㌔v、一一 、－）

『
リ
ア
p

基盤岩類

紀
花歯岩。ペグマタイト
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2・4。2炭田の分布

炭田は，Zambezi河流域とLimpopo河流域とにわかれて分布している（第14図）・Zambezi河流域

の炭田群は，Wankie炭田をはじめとして，Entuba，Lubimbi，Sengwe，Lubu－Sebungu，Mafhngabusi

およびMorowa等の開発および未開発炭田がある（第15図）。一方，LimpoP・河流域ではLower　Sabi，

TuliおよびBubyeの未開発炭田が存在する．

1）　Z題膿尚ez量河流域の炭田

　a）Wankie炭田

本炭田は，ローデシァにおける唯一の開発炭田であって，漠大な埋蔵炭量と地域需要をもっている

が，主要な工業中心地および積出港から遠距離に位置していることが不利な点となっている．

　この炭田の標準的な地質層序は，第13表のとおりである．

來炭層は，中部Ecca統である．これはヨーロッパの來炭層と趣を異にし，炭層数は少ないけれど

も，1枚の炭層が厚く，かつ，堆積サイクルが不規則である．いくつかの炭層のうち，稼行対象となっ

ているのは，本層またはWankei本層と呼ばれている炭層のみである．この炭層は，炭田全域を通じて

みると，炭厚0～40ftとかなり変化があるが，主要地域では厚さ平均30ftを示している．

本層の炭質は，平均発熱量7，560kcal／kgの粘結性渥青炭であるが，炭層の上・下部で炭質に若干の

変化が認められる．すなわち，下部は灰分7％以下，低燐分の粘結炭であるが，上部は灰分および燐分

の多い非粘結炭である．したがって，下部炭はコークス製造に，上部炭はガス発生炉に主として使用さ

れている．Wankie炭の工業および元素分析値を第14表に示す．また本層の石炭は縞状炭で，石炭組織

をみると，vitrain　U～13％，durain82～85％，釦sain4～5％となっており，durainが非常に多い

ことが特徴となっている．なお，炭層は黄鉄鉱，方解石を伴っている．

　埋蔵炭量は，灰分を基準として集計されており，灰秀30％以下の低品位炭を含む全埋蔵炭量は17。9億

ショートトンである．このうち，灰分12・8％以下の高品位炭の埋蔵炭量は，12・71億ショートトンで，

その可採炭量は5・41億ショートトンと見積られている（第15表）・

　採炭と利用：現在，ローデシァの石炭生産量は，そのほとんどがWankie炭鉱から出炭されてV・る。

この炭鉱は，第16図のように，それぞれ独立した3炭坑からなっている．第1坑の出炭能力は，120万

ショートトン／年でもっとも古く，次いで1927年に出炭能力220万ショートトン／年の第2坑が，1953年

に能力220万ショートトン／年の第3坑がそれぞれ開坑された．なお，洗炭設備は，第1・第2坑に設置

されている．

第14表Wankie炭の分析表

工　業　 分　 析

水
％

分1灰％分醗分1固撃素際，蟹

。．7619．77

　　1
23．77 65．70 7，560

元　　素　　分　　析

C％iH％IN％IS鹿Ol即％1灰％

79．30 4．50 1．70 6．0 8。5

第15表Wankie炭田の埋蔵炭量
く単位：100万ショート・トン）

地 区

Coy　鉱　　区
Buffer　　　帯
Messina

計

全埋蔵炭量
（灰分30％以下）

1，000

460

330

1，790

高品位炭埋蔵炭量
（灰分12．8％以下）

825

350

96

1ン271

可採炭量
350

150

4三

541
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ア フ　リ　カ　の　石　炭

　　猛採掘跡
　　目露天掘予定
　　匿コ無炭域
　　　團　賢坑

　　＿繍区境

資　源（その1）（井上英二・曽我部正敏）
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第16図　Wankie炭鉱（Pe11etier，R．A，，1964にもとづく、

　これら3坑をあわせた生産能力は，560万ショートトンと見積られ1970年の生産量340万トンからみ

て，まだ余力があるといえよう．

　コークスは，3工場で月産24，000ショートトンが生産されており，カタンガとQμe　Qμeにあるロー

デシァ製鉄所に供給されている（Pelletier，R・A・，1964）・非粘結炭は，燃料として利用されるほか，石

炭化学工業の原料に向けられている．

　耐火粘土：本層の上盤には良質の耐火粘土層があって，耐火煉瓦の原料として活用されている。耐火

度は，12～30番（1，350～1，660℃）で，化学成分は下記のとおりである．

Sio2 AI203 Fe203 Mg・IN免・＋馬・1即1璃・（水分）［Tiq

56・11％12＆・％IL16％1α7・％い・11％いα16％い・17％1一

耐火粘土層は，厚さ35ftあって，Zambezi開発会社の調査では，8，400万トンの埋蔵量が確認されて

いる．

　b）Entub翫炭田

　この炭田は，Wankie炭田に南接している．したがって，炭層の厚さや炭質は，Wankie炭田のもの

とほぽ同じである．しかし，大断層が多いことから開発には困難が伴うものと推定される．埋蔵炭量

は，灰分12・8％以下の高品位炭が6，800万トン，灰分30％以下の低品位炭が7，200万トンと見積られてい

る．

　c）Lubimbi炭田
　この炭田は，Entuba炭田の東方に位置し，鉄道にも近い．埋蔵炭量は，高品位炭が約2，000万トン，

低品位炭が5，360万トンである．

　d）Sengwe，Lubu－Sebungu炭田

　Wankie炭田の東北東に位置し，埋蔵量は，低品位炭4，500万トン，中品位炭（灰分23・18％）9，000万

トンである．

　e）Ma血ngabusi－Sessami炭田

　この炭田は，位置的に首都Salisburgに最も近いが，他の炭田よりも鉄道から離れている。高品位炭

の埋蔵炭量は，500万トンと見積られている．
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　上述の炭田のほか，あまり調査されていないMarowa，Bari，Nebiriの諸地域にも炭層の賦存が確認

されている．

輸送およびWankie炭鉱の生産能力（500万ショートトン／年）などを考慮すると，Zambezi川流域

の諸炭田の開発は，Wankei炭田を除V・て，同国およびマラウイの石炭需要が飛躍的に増加しないかぎ

り，今後ともあまり進まないものと思われる．

　2）L量鵬po脚河流域の炭田

　ローデシァ南東部のLimpopo河付近に，Karroo系の來炭層が分布している．

　a）LowerSabi炭田
　この炭田は，Limpopo河流域諸炭田のうち，最も調査が進んでおり，　ローデシァ地質調査所が試錐

を行なってきた．炭質は低品位で，灰分30％以上の石炭が多いが，埋蔵炭量は数10億トンと見積られて

いる．

　b）Tuli炭田
　1898年に発見され，1953《’1954年に調査された．石炭は，灰分20％の非粘結炭で，火力発電に適して

いる．埋蔵炭量は，かなり多い見込みであるが，炭田の開発は，西NickolsonとBeit　Bridge問の鉄道

の開設にかかっている．

　c）Bubye炭田
　この炭田は，最近調査がはじめられ，粘結炭を産することがわかった．炭質は，灰分11％，揮発分

29・5％，発熱量7，546cal／gである．埋蔵炭量が多ければ，輸出用，製鉄用として開発される可能性が

ある．
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